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1　 本研 究の 目的と背景

　　旧エ ン ゼル プ ラ ン、次世代育成支援計画な ど子育

て 支援 にか か わ る計画 策定 にお い て、利用者 の ニ
ーズ

調 査 は不 可 欠なの もの と考 え られ て い る。た だ、多く

の 自治 体で 取 り入 れ られ て い る郵送 ア ン ケ
ー

トを中心

と した ニ ーズ調 査だ けで は、少 数 の 深 刻 な 問 題 を抱 え

て い る子育て家庭の ニ
ーズ な どを 明 らか に す る こ とは

難 しい。本研究は 、 さまざまな市民の もつ 子育て 支援

ニ
ーズ はい か に明 らか にすれ ばい い の か、その 調査 方

法を示 す こ とを目的 とするもの で あ る。また、そ の 結

果 を も とに子育て 支援 ニ
ーズ とは 何 な の か を明 らか に

し、次に 子 育て 支援ニ
ーズ を政 策側 の 調 査 （行政評価）

をふ ま え て い か に子育て 支援 に か か わ る計画策定 に導

い て い くか に つ い て検討した 。

　具体的に は東京都 N 市の子 育て 支援計画策定過程

で 実 施 した ニ
ーズ把握 の 方 法 を 分析す る。い くつ もの

調査 を 重 ね て 実施 し、組み 合 わせ て い く こ とに よ っ て 、

明らか に な っ た結果 か ら、子 ど もの 育 ちや 子 育 て の 状

況や N 市民の 子育て 支援 ニ
ーズ を明らか に して い く。

また
、

調査結果をい か に 子 育て 支援計画策定に反映さ

せ た の か に つ い て 報告す る。

　昨 年度の 日本保育学会の 発表 「子育て支援ニ
ーズ に

関す る 研 究 1 − N 市 を例 に し て
一

」 で は、N 市 の 子 育

て 支援ニ
ーズ の 構造を 分類 し、報告を行 っ た。今回の

「子育て 支援ニ
ーズ に 関す る研 究 1【」 「子 育て 支援 ニ

ーズ に 関す る研究m ！ で は、どの ようなニ
ーズ 調査を

行い 、そ の ニ
ーズ 調査に よ っ て ど の よ うな計画が 導き

出 され た か にっ い て 報告を行 う。

n　 研 究方法

　子育て支援計画策定 に 関係す る ニ ーズ に は、市民 ；

一ズ と政策側 の 意図 ・評価 に分類 した。市民 ニ ーズ と

し て 、子 ども、保 護者、次世代 に親 に な る若者、子 ど

もや 子 育 て を支援してい る市民 ・団体の 4 っ に 分類 し

た 。 それ ぞれ の ニ
ーズ に対 して以 下 の 方法で 調査を行

い 、子 どもの 育ちと子 育 て に 関す る 現状 を把 握 し、問

題 を整理 し ニ
ーズ を把握に努め た。

　調査の 対象者や場所は、子 どもの年齢を大きく O−

3 歳、3 歳以上 の 就学前児童、小学生、中学高 校生年

代 に 分け 、 年齢別にお の お の の 子 ど も ・子 育て 家庭が

利用 して い る N 市内 の 居 場 所 （施 設等）を検討 し、調

査 ・ヒ ア リン グ を実施 し た。ま た、子 どもや子 育て 家

庭が抱えて い る問題を踏まえた うえで、以 下 の ような

調査 を実施 した 。

〈 市 民 ニ
ーズ 調査 〉

  子 ど もへ の ア ン ケート ・ヒ ア リン グ

　 （1 ）　 ア ン ケ
ート調 査

　　　 （小 学校 4 ・5 ・6 年生お よび 中学高生の 年代）

　 （2 ） 子 ど もに よ る子 ど もイ ン タ ビ ュ
ー

調査 （チ

　　　　 ャ イル ド・リサーチ ）

　 （3 ） 小 学生座談会

　 （4 ）　中学 生座 談 会

　 （5） 小 学生に よ る遊 び場 チ ェ ッ ク

  保護者の ア ン ケ
ー

ト・
ヒ ア リン グ

　　 （1 ） 郵送 ア ン ケート調査

　　 （未就学児の 保護者 ・小 学生 の 保護者 ・
中学高

　　校生年代の 保護者）

　　 （2 ） 施設 ・地域 で の ア ン ケ
ート

　　　児童館 ・児童セ ン ター

　　　乳幼児交流施設

　　　子どもの 発達セ ン ター

　　　心身障害児通所訓練施設

　　 （3 ） 座談会

　　　小学校

　　 （4 ）　 ヒ ア リン グ

　　　心身障害児通 所訓練施設

　　　子 どもの 発達セ ン ター

　　　 子 育 てサ
ー

ク ル

　 　 　 市 内 の 公 園

  　次世代 に親 に な る 若者への ア ン ケート

　　 （1 ） 郵送ア ン ケート調 査

  子 ど も ・子 育て を支援 して い る 市民 ・団体 へ の ア

　　ン ケ
ー

ト・ヒ ア リ ン グ

　　 （1 ）　 郵送ア ン ケ
ー

ト調査

　　 （2 ）　 ヒ ア リン グ

　ま た、上記以外に、一
般市民との 懇談会を 3 回開催

一82一 ’

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

して い る。　　．　
tt

・　　 ∫

　政策側 へ の 調査は 、庁内に お ける子 ども関連部署、．

実 際 に子 ど もの 育ち、子 育て を 支援して い る 実践現場

の 二 つ に分 け、そ れ ぞれに 対 して 以下 の 方法 で調 査 を．
行い 、子 どもの 育ち と子 育て の 状況、制度 の 現 状 を把

握 し、問題を整理 し政策 の評価 と可 能性把握に努 めた。

〈 政策 の 評価
・可 能性に 関す る調査 〉

  庁内の 子 ど も関連 部 署 へ の ア ン ケ
ート・

面接調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

（1）　 ア ン ケート

（2 ） 面接調査

　　企画部 （企画課）

　　市民 生活部 （生 活文 化課）

　　保健 福 祉 部 （障害福祉課、生 活福 祉 課、雌康推進

　　　　　　　 課 ）

　　児童青少年部 （子 育 て 支援課、保 育課、児 童 課 ）

　　都市整備部 （公 園緑 地課 ）

　　学校教育部 （教育庶務課、．指導課、教育相談課）

　　生涯 学習部 （社会教育課、ス ポーツ振興課、公 民

　　　　　　　 館、図書館）

  子 どもの 育ち、子 育て を支援して い る実践現

　 場への ア ン ケート調査

　 （1 ）郵送 ア ン ケート調 査

児童館 ・児童セ ン ター・保 育園 （公 立 ・私立 ）

　認証 保 育所 ・認 可外保育室 ・
家庭 福祉員

　幼稚園 ・幼稚園類似施設 ・無認可幼児施殺

　理　結果 お よび考察

　調査結果 か ら、子 どもお よび 子 育て家庭ρ活動時間、

場所、活 動範囲 など日常の 様子 が 明 らか に な り、課題

も見 えて きた。そ う した課題 を改善す る た め に 導き 出

され た施策 に つ い て 主 な 3 つ を挙 げて お く。

　〈 子ども調査 〉か ら

　・子 どもの 生活圏に 公 園 は 数多く存在す る。しか し、

ボー
ル を使え るなど子 どもた ち が 自由に 遊べ る場所、

集団 で 遊べ るよ うな場 所 もが 身近な場所 に は ほ とん ど

ない 。

　 ・子 どもた ちは放課 後習い 事な どで忙し く、一
人ひ

と りの 子 どもに よっ て 遊べ る時間帯も異なる 。 そ の た

め、集団で遊ぶ機会が ほ とん ど もて ない。

　以 上 の 結 果 か ら、N 市で は 子 ど もの 遊びが 十分に 充

実させ て い くた めに、．子 どもが 地域の 中で 自由に 安全

に遊べ る 場を開放 し、 また、多 くの 子 ど もた ち と
一

緒

に 遊び を 展 開 で き る よう に子 ど も た ち の 遊び の 支援を

行 う必 要が あ る と考 え られ る。 そ の結果 、 重点施策 の

中に
ma
　開放事業 の 推 進 と 「遊び の 学校　の 1亅

詛

が も

りこ まれ た。

〈 保護者調査 〉 か ら

　 ・乳幼児の 施設 は、徒歩 ま た は 自転車 で 20 分 以 内

の 場所に すん で い る人が 利用 して い る。
．

つ ま り、20

分以 内の 場所 に乳幼児 の 日常的な遊 び場 が 必要 で あ る。

　 ・子どもが 0、1 歳 の 時 は家 に い る こ とが 多い 。そ

の 理由 と し て 、屋 内、屋 外 と も近 所 に子 ど もを連 れ て

行 け る遊び 場 が少ない 、利用 で きる 施設 で も年齢 の 高

い 幼児が 同 じで あ る とあま りに動きが 違 うの で 遊ば せ

られない 、年齢 が 低 い の で 子 ど もを 外に 連れ て 行くこ

と自体 に不安が あ る な どの 意見 が多数あ っ た。

　以上 の 結果 か ら、N 市 で は 0．1 歳の 子 どもの 遊び場

を整備す るた め に は 、保護者 が 幼い 子 ど も を連れ て行

け る距離、ま た子 ど もを連 れ て 行 っ て も安心 して い ら

れ る場 とい う要 件を満た して い る こ と が必 要で あ る と

考えられる。その 結果、各地域に あ る保育園 を利用 し、

また子 どもの 動きを考慮 して 、
’
O．1 歳児 と年齢の的を

絞 り在宅親子 を支援す る、一

軆 充塞が 重 点 施 策 に盛 り込 まれ た。

　　〈 子 ど もの 育ち、子 育 て を支援 し て い る実践現場

　　　 へ の ア ン ケート調 査 〉 および く 保護者調査 〉

　・子 どもや子育て 家庭 が利 用 で き る施設や事業の 中

に は利 用者 が 少な い もの 、
一

方利 用者 が 多 くて なか な

か利 用 で きない もの もあ る。
「

　 ・N 市で は、地理 的、歴史的要因か ら も地 域が 大 き

ぐ二 っ に 分 け られ る 。 また ； 子 ど もの 年齢に よ っ て も

活動範囲は 異 な っ て く る 。

　以 上の 結果 か ら、市の 限 りあ る資源を十分に有効活

用 し子 育て 支援を行 うに は、施設や事業 の 数 を適正 化

しで い く こ とが 必 要 で あ る 。 そ の 適正 化 し て い くに は

子 どもを含 め た 市民 の 生 活 圏 を踏 ま え る 必要 が あ る。

そ の 結果 N 市で は、子 ども、子 育て 家庭 の 現状を ふ ま

えて、障害の あ る子 どもや在宅児 へ の 支援を市民と行

政が共同 し て お こ なう一
一時 呆育の 　加　地 域子 育て 支　セ ン ターを 2 ヶ 戸

囗

度ブ ロ ッ ク ご と に 1亅設、特化 型 児童館の 創設 を含む 形

で の 児童館の 再編成 が 重要施策に 盛 り込 ま れ て い る。

一 83 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


